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第２学年のガイダンスの機能を生かした単位時間の学級活動の指導計画案 《 目 次 》

第 ２ 学 年
月 主 な 行 事

適応 選択題 材 名

・始業式 ◎ ５５１２年生になって

・入学式 ○ ５６２学級目標を決めよう

・生徒会オリエンテーシ ○ ５７３ ４学級組織作り

４ ョン ◎ ５８５選択教科で自分を伸

ばそう・３年修学旅行

・応援歌練習 ◎ ○６体育祭に向けて

７・体育祭

・生徒総会 ○ ◎ ５９８自分を高める学習

９５ ・中間テスト

10

11・地区中総体

６ ・期末テスト ◎ ６０12人はなぜ働くのか

○ ◎ ６１13人はなぜ学ぶのか

・県中総体 ○ ６２14一学期の学級反省

・期末面談 ○ ６３
７

15一学期の学年反省

・終業式 ○ ６４16夏休みの生活設計

・始業式 ○ ６５
８

17夏休みの収穫

・地区陸上大会 ◎ ６６18二学期の計画

・地区新人戦 ○ ６７19ボランティア活動

９ ・中間テスト ○ ６８20職業とは何か

○ ６９21職業の内容の調査１

・生徒会立会演説会 ○ ７０22職業の内容の調査２

・県新人戦 ◎ ○
10

23文化祭の取り組み

24・文化祭

・県新人戦 ◎ ７１25学ぶ制度の調査

・（総合「発表会」） ◎ ７２
11

26中学校卒業後の学ぶ

道・期末テスト

○ ◎ ７３27自分の力を高める

28・学期反省

12 ・期末面談 ○ （一学期末の反省を準用してください）29二学期の反省

・終業式 ○ （夏休みの生活設計を準用してください）30冬休みの生活設計

・始業式 ◎ ７４31冬休みの反省と新年

の決意１

○32修学旅行の準備

・期末テスト ○ ◎ ７５33自分の適性

・生徒総会 ◎ ７６
２

34適性を生かす進路を

選ぼう

◎ ７７35進路計画の立案１

・公立高校入試 ◎ ７７36進路計画の立案２

・修了式 ◎ ７８３ 37私の通知表

・卒業式 ◎ ７９38最高学年への心構え

「注」◎印は、適応や選択にかかわりの深い題材、○印は、適応や選択にかかわりのある題材
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２年－ 題材名 「２年生になって」１

１ 目標

ア ２年生としての生活を始めるに当たり、新たな希望を描かせ、一層充実した生活を送ろうとする態度と心構えを

もたせる。

イ ２年生としての希望や抱負を相互に伝え合わせることによって相互理解の輪を広め、各自が目標をもち、その達

成のために全力を尽くそうとする意欲をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：新しい級友とのコミュニケーションを積極的にとり、相互理解の輪を広め、一層深める。

イ ：新しい学級や友達関係への不安を取り除く。

ウ ：２年生としての希望や抱負をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

、 。ア ２年生は であることを強調し 希望や抱負を大切にさせる新しい自分を作るチャンス 自分を変える再スタート、

イ 、２年生の生活での具体的な希望や抱負をもたせる。２年生の生活の流れを理解させ

ウ 各自の希望や抱負を で伝え合い、和やかな雰囲気の中で相互理解を深めさせながら、希望や抱ゲーム形式の活動

負を生かすための学級目標作りや学級組織作りに意欲的に取り組む決意をもたせる。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 始業式や入学式を終え、２年生になった感想導

を発表する。入

、各自の２年生にかける希望や抱負を語り合い

５ 力強いスタートを切ろう

分

２ 担任の先生の願いを確認する。

・学級開きの際の、担任の先生の方針を再確認

する

３ 行事や活動を中心にして２年生での学校生活展

の大きな流れを理解し、それらに対する希望や

抱負をもつ。

(1) １年生での経験を踏まえ、２年生ではどの

に関する工夫ような学校生活を送るのかを発表し合う。

→２年生での生活の流れを基にした希望や抱負の明確化(2) ２年生での生活に対する自分の希望や抱負

をはっきりさせる。

４ 生徒同士で、２年生の生活に対する希望や抱開

負を伝え合う。

40 ・ 希望・抱負伝言ゲーム〕のやり方の説明を受〔

や に関する工夫
分 けてから活動を行う

→希望・抱負伝言ゲーム

５ 本時の活動の感想や、みんなの希望や抱負を終

聞いての自分の決意を発表する。末

・新しい級友と打ち解けた

５ ・自分の希望や抱負の実現に向けて全力を尽く

分 す

・級友と共に学級の活動をがんばる

５ 事後指導

・本時で考えた２年生での生活に対する希望や抱負を、次時の学級目標設定の活動に生かす。

５～６名に発表してもらい、新しい学年の生活への希望や期
待と、新しい人間関係への若干の不安があることを浮き彫りに
する。

そして、各自の希望や抱負を伝え合い、相互理解を深めなが
ら、みんなで目標の達成や充実した２年生の生活のスタートを
切るための活動をすることをテーマとして確認する。

である新しい自分を作るチャンス、自分を変える再スタート
（過去は問わず、これからの言動を見ていく）こと、中堅学年
としての立場と役割を自覚した言動を期待することを確認する。

〔希望・抱負伝言ゲーム〕の進め方
・決められた時間内で、男女を問わずできるだけ多くの級友と

希望や抱負を伝え合い、握手をする。
・教師は計時を行い、あわせて和やかな雰囲気になるように配

慮する。

できるだけ多くの生徒に発表の機会を与え、多種多様な行事
や活動を挙げさせる。

挙げられた行事や活動は、年間の流れがわかるように黒板に
整理する。

年度途中に学校の最高リーダーの立場に切り替わっていくこ
とを理解させる。

級友との関わりの中で感じたこと、考えたこと、今後に生かし
たいことを振り返らせる。

人間関係能力

感情統制能力

思考能力

思考能力

人間関係能力 感情統制能力
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２年－ 題材名 「学級目標を決めよう」２

１ 目標

ア 「こんな学級がいい」という共通理解を図らせ、集団の一員としての自覚をもって望ましい学級作りをしていく

ための「学級目標」を設定させる。

イ 中堅学年としての立場と役割を自覚させ、学級集団の連帯や向上を図らせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：こんな学級にしたいという願いや考えをもつ。

イ ：みんなの願いを基に、どんな学級をつくるのか話し合い、自主的に学級目標を決める。

ウ ：２年生での目標達成に向けて、全力を尽くす決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に に各自の思いや願いを書かせ、それを しておき、よ「こんな学級がいい！」のカード 集計した結果を配付

く読んで話し合いに臨むようにさせる。

イ 学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具体的で評価が可能なものになるようにさせる。

ウ 司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長）に行わせる。資料の準備は教師が行う。

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「こんな学級がいい！」のアンケート集計を導

確認し、活動のテーマを知る。入

みんなの願いを反映させた「学級目標」を作

に関する工夫５ ろう

のアンケート集計
分 →「こんな学級がいい！」

２ 学級目標作りに当たっての留意点や担任の先

生の願い及び活動の進め方についての説明を聞

く。

展 ・具体的で評価が可能なもの

・担任方針あいさつの内容の再確認

・学級目標作りの活動の進め方

３ 学級目標作りの活動をする。

(1) 数人ずつの任意のグループに分かれ 「こん、

な学級がいい！」のアンケート集計を基に、

に関する工夫グループとしての学級目標の案を考える。

→グループでの話し合い・各グループの案とその理由

開 (2) 各グループからの案を基に話し合い、学級

目標を決定する。

42 ・各グループからの案に対する質疑

や に関する工夫分 ・各グループからの案の整理統合や修正

全員での話し合い・学級目標の決定 →

４ 活動を振り返っての感想や決定した学級目標終

に対する感想を発表する。末

・みんなの意見や願いが込められた

に関する工夫３ ・学級や自分の進むべき道がわかる

→感想や気持ちの発表分 ・学級組織決めも積極的に行う

５ 事後指導

・生徒各自の「こんな学級がいい」のアンケート集計結果や、決定された学級目標を、通信等で紹介する。

・決定された学級目標を教室正面に掲示し、折に触れて学級目標に込められた願いを確認させる。

アンケート集計結果から、学級のみんながおおよそどのよう
な願いをもっているかを確認し、みんなの願いを反映させた学
級目標を作ることを活動テーマとする。

学級目標は学級生活のよりどころとなるものであるから、具
体的で評価が可能なものになるようにさせる。

学級開きでの担任方針あいさつの内容を振り返らせ、担任の
願いを確認する。

グループごとに話し合って案を作り、それを全体でまとめて
いくことを確認する。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

グループは、座席をみながら数名で適宜編制する。司会と発

表者も適宜指定する。

その案を考えた理由についても発表できるように準備させる。

学級目標作りの活動の経過と、自分及び級友の言動を振り返
っての感想や、決定した学級目標の下での学級や自分のあるべ
き姿について考えさせ、発表させる。

次の学級組織作りの活動につなげる。

各グループから出された案に対し、本時の活動テーマや「具
体的で評価が可能なもの」という観点からの質疑をとおして案
の整理統合や修正を行い、全員で一つの形にしていく。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

思考能力

思考能力
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（２時間扱い）２年－ ・ 題材名 「学級組織作り３ ４ 」

１ 目標

ア 「学級目標」に沿った学級作りをするための学級組織の在り方（学級経営の基盤であり人間関係を円滑にする基

盤となる学級組織の在り方）を考えさせ、生徒会活動との関連を踏まえながら、活発に活動できる学級組織を作ら

せる。

イ 組織は、構成員の協力がなければ機能しないということを認識させ、責任をもって役割を遂行しようとする意欲

をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：みんなの願いを基に、どんな学級をつくるのか話し合い、自主的に学級組織を決める。

イ ：中堅学年として集団活動に積極的に取り組み責任を果たす決意をもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 。その際、学級目標のねらいを踏まえさせる。学級目標決定後に、自分がやってみたい役職を考えさせておく

イ 個々の生徒が思いやりと責任をもって活動しようとする雰囲気を作る。また、特定の生徒の孤立や排斥行為など

がないように留意する。

ウ 。資料の準備は教師が行う。司会は、教師の事前指導を受けた生徒（仮議長）に行わせる

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学級目標とその願いを踏まえ、その実現を目導

指す学級組織を作ることを確認する。入

「学級目標」を実現していくために個々の願

に関する工夫10 いが反映された学級組織を作ろう

→グループでの話し合い分

２ 学級組織作りに当たっての留意点を確認し、

進め方について決定する。

(1) 学級組織作りに当たっての留意点について

展 確認する。

・全校生徒会とのかかわり

・学年生徒会とのかかわり

(2) 学級組織作りの進め方について決定する。

ア 役員の決定について

・決める役職の順番

・候補者の擁立と決定の仕方

・候補者が重複した場合の決定の仕方

イ 班や当番の決定について

に関する工夫・班の構成と班員の決定の仕方

→立候補を原則とすること・座席の決定の仕方

・清掃区域や給食当番の割当の仕方

ウ 係活動の決定について

開 ・必要な係の種類

に関する工夫・係員の決定の仕方

係活動のアイデア85 →

３ 学級組織作りの活動をする。分

に関する工夫・学級組織作りに当たっての留意点や進め方に

→話し合い活動沿って決定する

４ 決定した学級組織を確認し、組織の中での自終

分の役割について考える。末

・組織が機能するように責任を果たす
に関する工夫５ ・学級目標の達成に向けてみんなと協力して活

→自己の考えや気持ちをまとめる作文分 動する

５ 事後指導

・組織図を拡大し、それに役員や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に生かす。

・決定した役員や委員・係等を、通信等で紹介する。

学級目標を全員で復唱し、それに込められた願いを確認する。
学級目標を実現するための学級組織はどうあればよいかをグ

ループで考えさせ、発表させる。

学級で選出すべき役員や委員などが全校や学年の組織とどの
ようにかかわっているかを示した組織図を用意し、それに沿っ
て確認する。

役員や委員などが決定したら、組織図を拡大し、それに役員
や委員名を書き添えて（短冊を作って貼り付ける）学級掲示に
生かす。

話し合いによって、学級組織作りの進め方について決定し

ていく。

司会は、生徒（仮議長）が行う。

話し合いをとおしてみんなが共通理解することによって協

力が生まれ、守られていくことを確認する。

希望とは異なった役割であっても、集団の一員としての立場
を自覚し、明るく楽しい学級となるように活動する決意をもた
せる。

役員の決定については、組織図を基にしながら考えさせる。
候補者の擁立については、事前にやりたい役職を考えさせて

いるので、意欲を優先し立候補を原則に進めるように導く。

問題が生じた際は、その都度話し合いによって解決する。

係活動の決定については、生徒の意見やアイデアを学校の教
育活動の中で最大限尊重することによって意欲をもたせ、活動
を活発にさせる。

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「選択教科で自分を伸ばそう」５

１ 目標

ア 選択教科のねらいを確認させ、自校の２年生での選択教科の種類や授業時数などについて知らせて選択教科への

関心を高める。

、 、イ ２年生での選択教科の選択の仕方について理解させるとともに 自分の興味・関心にあわせて適切な選択を行い

意欲的に取り組もうとする態度を養う。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：選択の理由を自分で考える （体験期間を通して自分にあった選択をする ）。 。

イ ：選択に迷った際は、より多くの情報を求め、教育相談を受ける。

ウ ：将来の生き方を考えながら、個性の伸長を目指して選択教科を選択する。

エ ：選択教科のねらいや教科の種類、授業時数などから、選択の可能性をとらえる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア とし、 選択教科の学習のあらましを理解させ、選択の可能学年合同での学級活動 選択教科担任の協力を得ながら

性（幅）を広げさせる。

イ 選択の考え方の例として、 。３年生の先輩の体験談を生かし、それを基にグループ討論する

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ ２年生の選択教科のあらましを知り、選択の導

仕方について考えることを確認する。入

選択教科のあらましと、適切な選択の仕方に

５ ついて知ろう

分

２ 選択教科のねらいと、自校の２年生での選択

教科の種類や授業時数、選択の仕方などについ

て、教務主任の先生の説明を聞く。

展 ・選択教科のねらい

・選択教科の種類と授業時数、教科担任

・選択の上での留意点

「選択教科」の関連資料・選択教科決定の手順

３ 各選択教科の学習内容や学習方法、必要な経

費や物品などについて、教科担任の先生からの

説明を聞く。

に関する工夫・学習内容や学習方法

→教科担任の協力・必要な経費や物品

・適正人数

４ ３年生の先輩の体験談を聞く。開

に関する工夫・選択教科の選択の理由

→先輩の体験談38 ・その選択教科を学んでの感想

５ 選択教科の説明を聞いて、選択教科を有意義分

にするためにどのようなことに留意すればよい

かについて、グループ討論する。 に関する工夫

→選択の在り方についてのグループ討論・どうしても迷った場合は教育相談

６ どんな考えでどの教科を選択するかを、各自終

でまとめる。末

に関する工夫・希望する教科とその理由・決意 や

→自己の考えや気持ちをまとめる作業７ （第二希望まで）

分 ・選択に当たっての要望

５ 事後指導

・正式決定までの間の試行機会や、随時の教育相談を利用し、より適切な選択をさせる。

１年生の時の選択教科の選択で、よかったことやよくなかった
ことを出し合う。

２年生の選択教科の選択に当たって、よりよい選択の在り方に
ついて考えることを、活動テーマとすることを確認する。

学年の学習担当の先生が司会する。
選択教科の開設状況については、２年生のものだけでなく、

３年生の例もあわせた資料を用意し、来年度への見通しをある
程度もたせる。

選択教科申込用紙の記入の仕方と共に、決定までの手順につ
いても説明する。

状況によっては第一希望通りにならないこともあること、正
式決定までの間に２単位時間程度試行機会をおくことや随時教
育相談を行うことを付け加えておく。

すべての選択教科の概要を一覧表にした資料を用意し、それ
に沿って説明する。

教科担任の先生が、独自に資料や授業風景などの写真を用意
して説明してもよい。

興味・関心の拡大、個性の伸長、将来の生き方との関連など
の視点に気付かせる。

不適切な例から考えることも示唆する。

選択教科の選択について、自分の考えや気持ちを整理し、選
択教科申込用紙にまとめさせる。

生の声で体験談を聞かせることができない場合は、録音して
おいて聞かせる。

開設されているすべての選択教科について聞かせる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

問題解決能力

思考能力 意志決定能力
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２年－ 題材名 「自分を高める学習」８

１ 目標

ア これまでの学習の取り組みを振り返らせ、各自の学習の悩みや不安を明確にし、それを克服して学校や家庭での

日々の学習の効果をより一層上げる方法を考えさせる。

イ 多くの人の学習方法や工夫を知り、自分に合った効果的な学習方法を考えることで、意欲的に学習に取り組む態

度を育てる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：学習上の悩みや不安について客観的にとらえる。

イ ：学習の悩みや不安の解決で、どうすれば効果が高まり成果が上がるかを考える。

ウ ：解決策に基づいて信念をもって学習に取り組む。

エ ：級友の体験などから不得意教科や学習上の悩みの解決方法を取り入れる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を行い、学習への取り組み状況や学習上の悩み・不安についてまとめておく。学習の悩みに関するアンケート

イ し、資料とする。先輩や級友から、学習方法の成功例や失敗例を聞き取り調査

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学習の悩みについてのアンケート結果を確認導

し、活動のテーマを知る。入

学習についての悩みを出し合い、その解決策

３ や効果的な学習方法を考えよう

学習の悩みに関するアンケート分

２ 「悩み相談会」を開いて悩みを出し合い、そ

の解決策を考える。

(1) アンケート結果から共通する悩みのテーマ

展 を三つ程度に絞る。

(2) 班毎に、悩みのテーマに対する解決法を話

し合う。

(3) 悩みのテーマ毎に、各班で話し合った結果

を発表する。

(4) 班の中で、各自が悩みを話し、他の人が解

に関する工夫決法を答える。

→自分の学習上の悩みの表明(5) 各班で解決策が見つからないものを書き出

に関する工夫す。

→班や学級での話し合い(6) 学級全体で意見を出し合う。

(7) 先生からのアドバイスを聞く。

３ 不得意教科を克服し、学習を効果的に行うに開

はどうすればよいかを考える。

40 (1) 不得意な原因について各班で話し合い、共

分 通する原因がないか考える。

に関する工夫(2) 教科毎の効果的な学習方法について、事前

→先輩や級友からの学習方法の成功例や失敗例にまとめておいた資料を基に考える。

４ 本時の活動を振り返り、自分自身の学習の悩終

みをどのように解決していくか、不得意教科を末

克服し効果的な学習にするためにどのようにし

ていくかをまとめる。 に関する工夫７

→自分の学習の悩みの解決法と効果的な学習方法分 ・無理なく継続して実行できるものを考える

５ 事後指導

・教科担任とも連携し、個別の相談時間を確保する。

・効果的な学習方法や各自のまとめは、進路コーナーや通信等でも紹介する。

アンケート結果から、学習に関する悩みは、誰もがもってい
ることであり、しかも多様であることを把握させ、学習上の悩み
の解決方法や効果的な学習方法について考えることを活動テーマ
とすることを確認する。

不得意教科の克服法については、後半で共通に考えるので、
テーマからはずしておく。

一人一人の悩みの相談に乗り、真剣に考えてあげるのが本時
の活動の中心であるので (4)の時間を十分に確保する。場合に、
よっては (1)のテーマを、各班に割り当てて(2)(3)の時間を短、
縮する。

学級全体でも良い考えが見つからない場合は、教師のアドバ

イスでフォローする。

原因が自分以外にあると責任逃ればかり考えないように、自
分をしっかり見つめさせる。

学習の仕方に、ムリ・ムダ・ムラがないか考えさせる。

司会者と記録者、発表者を決めて相談会を進める。
各自が自分の考えを必ず述べるようにする。

将来の夢の実現のためにも努力しなければならないことであ
ることに触れ、実行への決意を高める。

実行できなければ意味をもたないことを踏まえさせ、自分を
伸ばすために自分にできる具体的な方法を考えさせる

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「人はなぜ働くのか」12

１年「働く人びとの仕事と考え」で学習１ 目標

ア 「職業の三要素」について復習し、働く目的について考えさせる。

イ 将来、どんな考えや態度で働いたらよいかを考えさせ、望ましい職業観や勤労観の基礎を培い、職業的・社会的

自己実現を目指させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：自分は将来どんな考えや態度で働いたらよいかを考える。

イ ：将来、どんな態度で働くか、どんな生き方をするかの方向性を考える。

ウ ：職業の要素を知り、自分の生き方を照らし合わせる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 事前に を実施し、資料化しておく。「職業を選ぶ基準アンケート」

イ 人は何のために働くのか 「生き方」について で考えさせる （事前指導が必要）、 。パネルディスカッション方式

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「職業を選ぶ基準」のアンケート結果を確認導

し、活動のテーマを知る。入

人は何のために働くのだろうか 「職業を選ぶ、

「職業を選ぶ基準」アンケート３ 基準」についてみんなで考えよう

分

２ テーマについての話し合いの方法と目的につ

いて、先生からの説明を聞く。

・パネルディスカッション

展 ・視野の拡大と職業観や勤労観の基礎作り

３ パネラーの主張（職業選択の基準として一番

に価値を置くこととその理由）を聞く。

４ 各パネラーの主張を聞いて感じたことを、ワ

ークシートに記入する。

に関する工夫・ なるほど 「そうか」と思ったこと「 」

→各パネラーの主張から感じたことをまとめる活動・ 自分の考えとは違うな」と思ったこと「

・質問したいこと・聞きたいこと

５ 各パネラーに、質問をする。

開 ・Ａ～Ｅの全員に質問し、意見交換する

６ 意見交換を基に、自分の「職業を選ぶ基準」 に関する工夫

の順位を検討し、ワークシートに記入する。 →「職業を選ぶ基準」の順位をワークシートに記入40

７ 先生から、１年生で学んだ「職業の三要素」分

の復習と併せて、職業観や勤労観についての説

明を聞く。

８ 本時の学習の感想を 「職業の三要素」を踏ま終 、

えて、ワークシートに記入する。末

に関する工夫・自分の能力を生かしたい

→活動後の各自の職業観や勤労観をワークシートに記入７ ・社会的な貢献をしたい

分 ・多くの収入を得たい

５ 事後指導

・身近なところで働く人々の考えを聞く。

・本等で、自分の考える「職業選択の基準」に合う職業を探す。

アンケート結果から、「職業を選ぶ基準」は多様であることを
把握させ、人は何のために働くのかをより深く考えることを活動
テーマとすることを確認する。

事前にパネラーを選出し、リハーサルしておく。
どの考えが良いか悪いかという優劣を考えるのではなく、さ

まざまな意見に触れて、職業に対する視野と考えを広めること
に留意させる。

各パネラーの職業選択の基準は、次のとおりとする。
Ａ：収入が多くて、豊かな生活ができる
Ｂ：社会的な地位や名声が得られる
Ｃ：社会や人のためにつくせる
Ｄ：自分の個性や能力を生かせる
Ｅ：安定してゆとりがある

自分自身の判断で検討・決定し、自己の変容を確認させる。

自分の希望する職業や夢と照らし合わせて考えさせる。

職業選択の基準Ａ～Ｅは、すべて「職業の三要素」でくくら
れることを確認する。

職業観・勤労観は多面的であり、それぞれが真理の側面であ
ること、自分の「生き方」と結びつけて考えていくことが大切
であることに気付かせる。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「人はなぜ学ぶのか」13

１ 目標

ア 「自分は何のために学んでいるのか」について、級友との話し合いを基にして、勉学や進学の目的及び生涯学習

について多面的に理解させる。

イ 「自分が勉強する理由」を考えさせる過程で、自分の勉学観や生き方・在り方への関心を高める。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：将来、どんな態度で働くか、どんな生き方をするかの方向性を考える。

イ ：学ぶ目的を、将来の生き方や在り方と関連付けて考える。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア を通して、生涯学習の心構えを作らせる。「私が勉強する理由」に関する各自の意見を基にした話し合い

イ を紹介し、望ましい勉学観と生涯学習の心構えをつくらせる。生涯学習の場で学んでいる人々へのインタビュー

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 「私が勉強する理由」のアンケート結果を確導

認し、活動テーマを知る。入

人は何のために学ぶのか 「学習の目的」につ、

「私が勉強する理由」アンケート３ いてみんなで考えよう

分

２ テーマについての話し合いの方法と目標につ

いて、先生からの説明を聞く。

・ジグソー学習

展 ・一人一人が責任をもって話し合いに臨む

「 」 。３ 学習の目的 についてジグソー学習をする

(1) 最も重要だと考えた項目毎にグループを作

り、理由を話し合い、結論をまとめる。

(2) 重要でないと考えた項目毎にグループを作

り、理由を話し合い、結論をまとめる。

(3) 生活班に戻って個々のグループで話し合わ

れた内容を発表し合い、情報を共有する。

開 (4) 先生からのアドバイスを聞く。

４ 生活班に戻り、仲間との情報交換をする中で に関する工夫

「学習の目的」についてより深く考えたことを →情報交換を経た上での「学習目的」についての考え40

まとめる。分

５ 生涯学習の場で学んでいる人達の、学習に対

する考えのインタビューを聞く。 生涯学習の場で学んでいる人々へのインタビュー

６ 本時の活動を振り返り、今自分が中学校で学終

ぶことの目的や意味を考えまとめる。末

に関する工夫・自分の将来の希望を叶えるため

→中学校で学ぶことの目的や意味を生き方と関連させる７ ・自分を伸ばし豊かな人生を送るため

分 ・次の世代を築く一員としての力をつけるため

５ 事後指導

・授業後の感想を、通信等で紹介し、家庭からもそれらに対する意見や感想をもらう。

・身近な人からも 「学ぶことの目的や意味」についての考えを聞き取りさせる、

・生涯学習の場で学んでいる人々に対して、学んでの感想を添えてお礼の手紙を出す。

・身近な地域に、社会に出てからも学べる場や機会があるか調べる。

アンケート結果から、級友の「勉強する理由」は多様であるこ
とを把握させ、人は何のために学習するのかをより深く考えるこ
とを活動テーマとすることを確認する。

ジグソー学習では、一人一人が、いくつかのカウンターパー
トセッション(３の(1)(2))で話し合われた情報を、確実にジグ
ソーセッション(３の(3))の中で伝えなければならないことを
理解させる。

出された意見を、ワークシートに簡単にメモさせながら、話

し合わせる。

班長に司会させ、３の(1)、(2)で出された意見を、班員全員

に発表させる。

班員は、発表された意見の中から「なるほど」と思ったこと

等をメモしながら聞く。

学ぶことの目的や意味について、従前からの考えにとらわれ
ずに柔軟に考えさせる。

学ぶことの目的や意味を、将来の自己実現に結び付けながら、
多面的に考え、中学校の学習の大切さについてまとめさせる。

社会の変化や個人の夢の変化等によって、実社会に出ても学
び続ける必要があること、そうした場で学んでいる人の学習に
対する考えから学ぶべき点について留意させる。

意志決定能力

問題解決能力

問題解決能力

意志決定能力
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２年－ 題材名 「一学期の学級反省」14

１ 目標

ア 一学期の学級の活動、班の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

、 、 。ア ：一学期の学級の活動 班の活動を振り返り 成果と課題を明らかにする

イ ：課題を解決し、よりよい学級にするための方策を考える。

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期の生活で達成させるよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級目標の願いに基づいて振り返らせる。

学年集会の議案にまとめさせる。イ 学級の諸活動の反省、班活動の反省を行い、

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 一学期の学級での生活を振り返って、思い出導

や感想を述べ合い、活動テーマを確認する。入

一学期の学級及び班の活動の成果と課題を明

３ らかにして、夏休みや二学期につなげよう

分

、２ 学級活動の振り返りのワークシートに従って

班毎に一学期の取り組み状況を話し合う。

・生活面、学習面、行事面の成果と課題

３ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級 に関する工夫展

としての意見にまとめあげる。 →一学期の活動の成果と課題の話し合い

(1) 挙げられた成果を確認し、讃え合う。

に関する工夫(2) 挙げられた課題点から、学級全体の課題と

→学級の諸活動の課題点の確認して取り上げるものを確認する。

・学習面、生活面、行事面の課題

４ 課題点を踏まえ、学級として二学期にどのよ

うにしていくのかを、班毎に話し合う。 に関する工夫

５ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級 →二学期の学級の方向性を考えさせる

としての意見にまとめあげる。

・学習面、生活面、行事面の方向性

６ 各班毎に、一学期の自分達の班の活動を振り に関する工夫

返り、反省用紙に記入し発表する。 →一学期の班活動の成果と課題の話し合い

・活動の成果と課題

７ 他の班から出された課題について、学級とし に関する工夫開

て二学期にどのようにしていくのかを、班毎に →各班の活動の課題点の確認

話し合う。44

８ 各班で話し合われた結果を発表し合い、学級分

としての意見にまとめあげる。 に関する工夫

→二学期の各班の方向性を考えさせる・各班の二学期の方向性

９ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学級を高めていくことを確認し合う。末

・二学期への期待や希望をもつ

10 次時は、学年集会で学級の成果と課題、二学 に関する工夫３

期の方向性を検討し合うことを確認する。 →二学期に向けての決意固め分

５ 事後指導

・学級執行部の生徒は、話し合いの結果（学級の意見）をまとめ、学年集会の資料にする。

・学年集会における学級提案の提案者等の分担を決める。

数名に自由に発表させる。
良かったこと、楽しかったことだけでなく、不十分だったこと

等もあったことを想起させ、一学期の成果と課題を明確にして、
二学期に生かす方策を考えることを活動テーマとして確認する。

本時は、学年集会に向けて学級の活動反省を行うことを確認す
る。

班の中で司会者と記録者、発表者を決めて進めさせる。
学級目標の願いを基にしながら、ワークシートにある項目に

従って意見を出させる。

一学期の成果について、担任からも大いに賞賛する。

学級全員で行動できるような視点で考えるように助言する。

みんなでエールを送り合ったり、円陣を組んで声を掛け合っ
たりさせる。

時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

、２年－ と２年－ は14 15
学年２学級程度の場合
に、２時間目に学年集会
を開いて学期の活動をま
とめる展開例を示したも
のである。

学級独自で学期の活動
をまとめる場合には、１
年－ と１年－ の展開16 17
を参照願いたい。

具体的に実行が可能な内容になるように考えさせる。

一学期の各班の成果について、相互に賞賛させる。

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

思考能力

思考能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「一学期の学年反省」15

１ 目標

ア 一学期の各学級の活動、班の活動を振り返り、成果と課題を明確にして、夏休みと二学期の生活につなげる。

イ よりよい学級、学年の姿を目指して話し合う。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：一学期の各学級の諸活動の成果と課題を認め合う。

、 、 。イ ：課題点や方向性を踏まえ よりよい学級 学年にするために取り組んでいく事項を確認する

ウ ：話し合いの決定事項を、二学期に、各学級や班の活動で実行するよう決意する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 学級での話し合いの結果をまとめた議案書を用意し、事前に配付して集会に臨ませる。

イ をとり、互いの学級の活動について質疑を交わしたり相互評価したりさせる。学年集会の形

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 学年生徒会長が、本時の学年集会の内容やね導

らい等について説明し、みんなで確認する。入

一学期の各学級の活動の成果と課題を明らか

学年集会による一学期反省３ にして、夏休みや二学期の活動につなげよう

分

２ 各学級毎に、一学期の学級の取り組みの成果

と課題、二学期に向けての方向性を発表する。

・生活面、学習面、行事面での成果と課題、方

展 向性

。３ 各学級の発表に対する質問や意見を述べ合う

に関する工夫・各学級の一学期の成果と課題に対する質疑

→一学期の各学級の活動の成果と課題への賞賛・各学級の二学期の方向性に対する意見

４ 学年として共通に取り組んでいくべき事項を

確認する。 に関する工夫

→学年で取り組んでいく事項の確認・一学期の課題と二学期の方向性の中から

５ 各学級毎に、一学期の各班の取り組みの成果

と課題、二学期に向けての方向性を発表する。

・一学期の活動上の成果と課題

・二学期の活動上の方向性

６ 各学級の各班の発表に対する質問や意見を述

べ合う。 に関する工夫開

→一学期の各班の活動の成果と課題への賞賛・各班の一学期の成果と課題に対する質疑

44 ・各班の二学期の方向性に対する意見

７ 学年として共通に取り組んでいくべき事項を分

確認する。 に関する工夫

→学年で取り組んでいく事項の確認・一学期の課題と二学期の方向性の中から

８ 話し合ったことを基に、二学期に向けてみん終

なで学級や学年の活動を向上させていくことを末

確認し合う。

に関する工夫３ ・二学期の学級や学年の活動への期待や希望

→二学期に向けての決意固め分 ・みんなで協力していこうという気持ち

９ 先生からの講評を聞く。

５ 事後指導

・話し合いの決定事項は学年執行部の通信で、話し合いの様子については学年通信等で紹介する。

司会進行は、学年執行部または学年議長が行う。
事前に、進行についての練習や、関係者との打合せをしておく。

事前の役割分担に基づいて、各学級の担当が発表する。
各学級毎に、一学期の生活面、学習面、行事面の成果と課題、

二学期の方向性を、議案書を利用して簡潔に発表する。
議案書に、必要に応じてメモをとらせる。
一つの学級について２番と３番の活動を行い、その次に別の

学級について２番と３番の活動を行う方法でもよい。

各学級の活動のすばらしい点を学び合う視点をもたせる。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

２番と同様に、事前に役割分担し、担当が議案書を利用して
簡潔に発表する。

議案書に、必要に応じてメモをとらせる。
一つの班について５番と６番の活動を行い、その次に別の班

について５番と６番の活動を行う方法でもよい。

必要性の高い事項、学年全体で取り組める事項を考えさせる。

各班の活動のすばらしい点を学び合う視点をもたせる。

学年執行部が、話し合いの決定事項を読み上げる。
各学級に対し、お互いにエールを贈り合う。
時間があれば、合唱で締めくくることも考えられる。

人間関係能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

人間関係能力

人間関係能力

問題解決能力

問題解決能力
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２年－ 題材名 「夏休みの生活設計」16

１ 目標

ア 一学期間の生活の反省に立って、中学生２回目の夏休みの在り方を考えさせる。

イ 夏休みの意義や夏休みの生活のきまり、夏休み中の行事などを確認させ、夏休みを有意義に送るようにさせる。

ウ 夏休みの生活と学習の目標を明確にし、それを実現させるための計画を立てさせて、実行する決意をもたせる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：開放感に浸り、不規則・不摂生な生活に陥らないように心掛ける。

イ ：１年生での経験や一学期の反省に立ち、夏休みをどう送るべきか考える。

ウ ：有意義な夏休みにするため、しっかりした目標のもとに計画を立てる。

エ ：計画に沿って有意義な夏休みを送る気持ちをもつ。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 前時までに取り組んだ、一学期の学級や班係の反省を踏まえさせる。

イ 夏休み中の主な して配付する。行事や部活動の予定は、生徒会で一覧に

ウ 夏休み中の して配付する。学習課題等については、教科係が教科担当に確認し、一覧に

エ 「夏休みの生活のきまり」については、教師から説明する。 考えられる。学年合同で実施することも

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 夏休みを迎えるにあたって、どんな気持ちで導

いるか発表する。入

中学校生活２回目の夏休みを充実したものに

２ するためにしっかりした生活設計を立てよう

分

２ 夏休みの意義について先生の説明を聞く。

・二学期、全校のリーダーへの大事な橋渡し

３ １年生での夏休みの経験や、一学期の学級や

係・班の反省を踏まえ、有意義な夏休みにする に関する工夫展

にはどうすればよいか班毎に話し合う。 →有意義な夏休みにするための班毎の話し合い

、４ 夏休み中の主な行事や生活のきまりについて

先生の説明を聞く。

・関係資料を配付

５ 夏休み中の学習課題について、各教科係から

の説明を聞く。

・課題の一覧表を配付

６ ５番までの説明や話し合いを踏まえて、夏休

みを迎えるに当たっての心構えを発表する。 に関する工夫

→夏休みの生活のきまりや課題等の自覚開 ・開放感に浸ってはいられない

７ 夏休みの計画表作りをする。

43 (1) 計画表の記入の仕方について、先生の説明

に関する工夫分 を聞く。

→目標を明確にした上での計画表作り(2) 生活と学習の目標を決める。

(3) 計画表作りを進める。

８ 夏休みの生活と学習の目標を発表し合い、有終

意義な夏休みにするための決意を固める。末

に関する工夫・規則正しい生活リズムに関する決意

→夏休みの目標を発表し合う５ ・毎日の学習時間等に関する決意

分 ・自主的、発展的な活動に関する決意

５ 事後指導

・夏休みの計画表を完成させて提出させ、激励、修正等のコメントを入れる。

・期末面談の中で、計画表を基にして夏休みの生活について話し合い、確認する。

数名に発表させる。
みんなが楽しみにしていることを確認し、有意義な夏休みにす

るための生活設計を考えることを、本時の活動テーマとする。

夏休みの意義①社会的体験の拡充、②苦手な教科の克服や得
意教科の伸長、③部活動の充実、④健康や体力の増進 等

「夏休みの生活のきまり」の中でも、健康や安全にかかわる
事項は確実に指導する。

適宜質問を受け付けて、指導の徹底を図る。

５番までの説明や話し合いを踏まえ、夏休みを迎えるに当た

っての心構えをしっかりともたせて、計画作りをさせる。

具体的で評価が可能な目標、実行が可能な計画となるよう、
留意させる。

全員に発表させて、各自のがんばりを誓い合わせる。
最後に、教師が生徒全員へのエールの言葉を述べる。

１年生での経験については、思い通りにいかなかった時のこ
とだけでなく、思い通りにいった時のことも踏まえさせる。

感情統制能力

思考能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

問題解決能力

感情統制能力

思考能力
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２年－ 題材名 「夏休みの収穫」17

１ 目標

ア 夏休み中の生活と学習の目標を、夏休みの計画に基づいて振り返らせ、成果と課題を確認させる。

イ 夏休み中の行事等で感じたことや学んだことを発表させ、共有化させる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：夏休みの生活や学習が不本意に終わっても、その気持ちを引きずらないように心掛ける。

イ ：夏休みの目標や計画に沿って夏休みを振り返り、成果と課題を明確にする。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア する。夏休みの計画表を活用

イ 夏休みの反省用紙を交換し合って、 をする。ピア・カウンセリング

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

、導 １ 夏休みを振り返っての思い出や感想を発表し

活動テーマを知る。入

中学校生活２回目の夏休みを振り返り、成果

３ と課題を確認し合おう

分

２ 夏休みの課題や提出物等を提出する。

・通信票、保健票等

・教科等の課題

３ 夏休みの反省の仕方について、先生から説明展

を聞く。

・ピア・カウンセリングの手法を取り入れて、

互いの夏休みの成果と課題を振り返ることを

知る

４ 夏休みの計画表を基にしながら 「夏休みの反、

省用紙 にしたがって各自で夏休みを振り返る に関する工夫」 。

→夏休みの計画に沿った振り返り・成果や課題を記入する（クライエント）

５ 任意の級友の成果や課題に対するコメントを

記入する （カウンセラー）。

・クライエントの成果や課題に対して、アドバ

開 イスや励ましを記入する

６ 回答を熟読した上で、自分の思いや感想をま

とめる。44

分 ・カウンセラーがどんな思いでコメントを書い

たかよく考える

・自分の思いや感想を記入する

７ ピア・カウンセリングを取り入れて夏休みを終

振り返っての、自分の思いや感想を発表する。末

・頑張ったことを認めてもらってうれしい

に関する工夫３ ・不本意だったのは自分だけでなかった

→ピア・カウンセリングによるアドバイスと励まし分 ・新しい気持ちで二学期をスタートできそう

５ 事後指導

・夏休みを振り返ってのアンケートを集計し、通信等で紹介する。

・１年生時にも同様のアンケートを実施していたならば、それらと比較して成長点を賞揚する。

・必要に応じて個別の相談や指導に生かす。

数名に発表させる。
有意義な夏休みだったか、そうでなかったかを挙手させ、全体

的な傾向を確認した上で、各自の夏休みについていくつかの観点
から振り返り、任意の級友同士で互いに評価・激励し合うことを、
本時の活動テーマとする。

通信票や保健票等は、担任が提出状況を確認する。
教科等の課題は、各教科係に、本時の活動終了後に提出状況

を確認させる。

カウンセラーになって、級友の夏休みの成果と課題にアドバ
イスや励ましを考えさせる。

〈約束事〉
・否定的なこと、人がいやがることは書かない
・秘密は絶対に守る
・カウンセラー（答えてくれた人）を探さない

夏休みの成果と課題を素直に記入させる。
反省用紙を二つ折りにし、裏に自分だけが分かる印を付けさ

せる。
反省用紙を集め、任意の級友に渡るように再配付させる。

真剣にアドバイスや励ましを考えさせる。
落ち着いたＢＧＭを流して雰囲気を作る方法もある。
書き終わったら、二つ折りにして提出させる。
自分のマークの反省用紙を間違えずに持っていかせる。

次の観点から、自分の思いや感想をまとめさせる。
・成果や課題を書いたときの気持ち
・成果や課題にアドバイスや励ましを記入していた時の気持

ち
・回答を読んでの気持ち

数名に発表させる。
仲間を信じて、前向きに二学期を歩んでいくように促してま

とめる。
「夏休みの反省用紙」に氏名を書かせて提出させる。

感情統制能力

思考能力

思考能力

感情統制能力
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２年－ 題材名 「二学期の計画」18

１ 目標

ア 二学期の大きな流れを把握させ、行事を中心とした取り組みを想起させて、どの時期にどんな生活を送るかの見

通しをもたせる。

イ とかく中だるみといわれる生活に陥りがちな夏休み明けに、一学期末の反省を基に二学期の活動を決めさせ、目

標をもって意欲的に活動に取り組ませる。

２ ガイダンスの機能（適応）にかかわる能力

ア ：問題解決のために互いの立場を理解し合い、認め合い、協力し合う。

イ ：全体の立場に立って考え、感情をコントロールする。

ウ ：誇れる学級にするための具体的な活動を話し合って決める。

エ ：一人一人が自分の役割を理解し、互いに協力し合って学級生活を向上させる。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア 一学期末の反省（学級・学年）で確認された 「二学期に頑張っていくこと」を踏まえさせる。、

イ を用意し、行事を中心にして見通しをしっかりともたせる。「二学期の大きな流れ」を示した資料

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 先生からの、二学期における期待や思いを聞導

き、本時のテーマを確認する。入

二学期の学校生活の流れをつかみ、学級とし

３ ての二学期の計画を考えよう

分

２ 行事を中心に、二学期の流れをつかむ。

・二学期の主な行事を順番に確認する

・先生から、二学期の流れについて補足説明を

展 聞く

３ 一学期末の反省（学級・学年）の結果を振り

返り、二学期に学級として頑張っていくことを

確認する。

・生活の面 ・学習の面

・行事の面 ・班活動

４ ３番で確認された事項を達成し、誇れる学級

にするための具体的活動と取り組みの心構えを

班ごとに考え、発表する。

(1) 具体的な活動について考える。

・一人一人が進んで参加できるもの

及び に関する工夫・全員でやることで目標を達成できるもの

→二学期の具体的活動と取り組みの心構えを考える・まとまりを感じることができるもの

(2) 取り組みの心構えについて考える。

開 ・みんなで協力すること

・各自の責任を果たすこと

５ 各班からの発表を基に、学級としての具体的40

活動と取り組みの心構えを決定する。分

に関する工夫・共通して出された活動や学級として大事にす

→誇れる学級を目指す上で大事な事項を考えるるべき心構えを中心にまとめる

６ 学級の活動の方針を受けて、各自がどのよう終

に頑張っていくか（果たすべき自分の役割）を末

ワークシートに記入する。 及び に関する工夫

→各自の努力事項のワークシートへの記入７ ・仲間を信頼し、協力して学校生活を送る

分 ・自分のできることを責任をもって精一杯行う

５ 事後指導

・決定事項を学級掲示し、取り組みの前後（節目節目で）実行状況を確認させる。

中学校生活も半ばを迎える学期が始まる。中学校生活に大分慣
れてきている反面、中だるみも生じてくる。しかし、今学期中に
生徒会の役員交代も行われ、次期リーダーへの確実なステップを
踏み出さなければならない。そうしたことを踏まえながら、学級
としてどういう成長を目指すのかを考えることを、本時の活動テ
ーマとして確認させる。

１年生での経験を基に、二学期の主な行事を発表させる。
教師が用意した「二学期の大きな流れ」を示した資料を基に、

二学期の学校生活における諸活動の見通しをもたせる。

一学期末の反省（学級・学年）の記録を基にして、学級全員
で確認し合う。

一人一人の生徒に、しっかりと意識化させるために、確実に
一学期末の反省（学級・学年）の記録に目を通させる。

２番で確認させた「二学期の大きな流れ」ともかかわらせて、
どの時期に何に力を入れていくかイメージさせる。

誇れる学級を目指すためには、どのような条件を備えた活動

をするべきか考えさた上で、具体的な活動を考えさせる。

生活の面、学習の面、行事の面から各自の努力事項を考えさ
せ、ワークシートに記入させる。

各班から出された事項に対して、必要に応じて質疑を交わさ

せ、学級としての考えにまとめさせる。

誇れる学級、「この学級で良かった」と思うようになるには、

どんな心構えで活動するべきかを考えさえる。

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

意志決定能力

意志決定能力

人間関係能力

感情統制能力

問題解決能力

問題解決能力
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１ 目標

ア ボランティア活動に積極的に参加する意欲をもたせ、人間関係の在り方、社会的な自己の役割の自覚、自己肯定

感（有用感）を培う。

イ 身近なボランティア活動の情報を集め、参加計画を立案させる。

２ ガイダンスの機能（選択）にかかわる能力

ア ：身近なボランティア活動の例から、自分は「何ができるか」を考える。

イ ：自分で考えて「できる」と判断したボランティア活動に積極的に取り組む。

ウ ：ボランティア活動の意義や内容、活動を理解する。

３ 指導上の工夫（留意点）

ア ボランティア活動の意義を理解させ 「何ができるか」考えさせる。、

イ 生徒会や地域のボランティア活動に関する資料を用意する。

ウ を立案させる。ボランティア活動参加計画書

４ 展開

主 な 指 導 と 援 助過程 主な学習活動と生徒の反応等

１ 身近なボランティア活動に、どんなものがあ導

るか発表する。入

ボランティア活動の意義や在り方を理解し、

５ 参加計画を立てよう

分

２ ボランティア活動とはどのようなものか、ど

のような意義があるのかを考え、発表する。

・自らの意志で活動する（自発性）

に関する工夫展 ・他人や社会のために奉仕する活動（公共性）

→ボランティア活動の意義・報酬を期待しない活動（無償性）

３ 具体的なボランティア活動を例に、どのよう

な考えで実施されているのかを把握する。

に関する工夫(1) 学校や生徒会のボランティア活動の考え。

→ボランティア活動の考え方(2) 地域や国内外のボランティア活動の考え。

４ 身近なボランティア活動のうち 「自分たちで、

できるもの」を考える。

に関する工夫(1) 「自分でできるもの」を考える。

→「自分でできる」ボランティア活動を考える開 (2) 「班としてできるもの」を決定する。

５ 班毎に 「身近なボランティア活動への参加計、

画書」を立案する。40

分 ・初めに、活動内容を書き、その目的を考える

・次に、期日や日程等を考える

６ 各班の参加目的と活動内容を発表する。

７ 先生からボランティア活動を継続する上での終

秘訣を聞く。末

８ 各班の発表や先生からの継続の秘訣を聞いて に関する工夫、

ボランティア活動参加への抱負をまとめる。 →ボランティア活動参加への決意５

分 ・各自で決意をワークシートに記入する

５ 事後指導

・参加予定を取りまとめ、実施前に確認する。また、参加予定を通信等で紹介し、家庭からも声掛けをしてもらう。

・実施後は、逐次、短学活等で報告をし合う。また、通信等でも紹介する。

自由に発表させ、それを板書しておく。
一部に、ボランティア活動まがいの活動があることを指摘し、

ボランティア活動の意義や在り方をしっかり理解した上で、「自
分達ができる」ボランティア活動を考えることを、本時の活動テ
ーマとして確認させる。

１番で出された活動を基に、ボランティア活動の三原則（創
造性を加えて四原則とする考えもある）に気付かせる。難しい
場合は、ボランティア活動ではない活動を例にして、考えさせ
る。

学校や生徒会、地域や国内外で実施されているボランティア
活動の資料を配付する。

既存のボランティア活動からだけでなく、自分達で新たに活
動を考え生徒会や学校に要望していくことにも挑戦させる。

参加計画書は、ワークシートの形にしておく。
実施期日や当日の日程、事前の準備等は、班の中での希望と

して計画させ、相手がある場合は連絡を取って調整させる。
各班から１部提出させ、事後指導に生かす。

無理をしないこと、やりがい・喜びを感じることができる活
動であること、周りの理解があること等が、やる気を喚起し、
継続に結びつくことを紹介する。

思考能力

意志決定能力

情報選択能力

情報選択能力

情報選択能力

思考能力

意志決定能力




